
第９期高齢・介護計画 評価指標の目標数値の設定と考え方（案） 

目標と令和７年度の状況比較により、評価・検証を行い、次期計画を検討します。 

評価指標 
現 状 目 標 

目標の方向性 目標設定の考え方 出 典 
時点  時点  

幸福度の平均値 

（０～１０点） 
４年度 

(認定なし～要支援)  

７．４点 

(要介護) ６．４点 

７年度 

(認定なし～要支援)  

７．６点(+0.2)

(要介護) ６．６点(+0.2)

増やす 

0.2 増を目指す。「健康づくり・介護予防活動をしている」「毎日会話している」

「地域の人からの役割を期待されていると思う」と回答した方の平均値が全平均

に比べて 0.2 以上高いため。 

高齢者ニーズ調査・

介護保険実態調査 

① 
65 歳健康寿命 

【要介護２】 
３年度 

男性）83.49 歳 

女性）86.08 歳 
６年度 

男性）83.79 歳（＋0.30） 

女性）86.36 歳（＋0.28） 
延ばす 

過去８年(H26 年度から R３年度)の延び率の平均（男性 0.12％女性 0.11％）を維

持する。（基本計画と同じ目標） 

東京都保健所長会方

式による算出結果 

② 

主観的健康観 

「現在のあなたの健康状態は

いかがですか」 

４年度 
「とてもよい＋まあよい」

77.2％ 
７年度  82.4％（＋5.2）以上 増やす コロナ禍前（令和元年度）の水準を超える 高齢者ニーズ調査 

③ 
年齢階層別の認定率 

（７５～８４歳） 
４年度 19.4％ ７年度 今後設定する 

維持する or 

減らす 

第９期計画期間中に団塊の世代が 75 歳以上となる中、認定率上昇は介護保険制

度の持続可能性への影響力が大きいことから、認定率の維持または低下を目指す

必要がある。目標数値は、75～84 歳の認定率の推移及び今後実施する第１号被保

険者数等の推計を踏まえ設定する。 

介護保険事業の 

実施状況 

④ 

地域活動等の参加状況 

「現在、地域で参加している

活動や講座はありますか」 

４年度 「はい」16.9％ ７年度 21.4％（＋4.5）以上 増やす コロナ禍前（令和元年度）の水準を超える 高齢者ニーズ調査 

⑤ 
外出頻度「週に１回以上は

外出していますか」 
４年度 

「週２回以上の外出」

81.4％ 
７年度 87.6％（＋6.2）以上 増やす コロナ禍前（令和元年度）の水準を超える 高齢者ニーズ調査 

⑥ 

会話頻度「ふだん、どの程

度、人(家族を含む)とあいさ

つ程度の会話や世間話をしま

すか（電話を含む）」 

４年度 「毎日」77.3％ ７年度 78.6％（＋1.3）以上 増やす コロナ禍前（令和元年度）の水準を超える 高齢者ニーズ調査 

⑦ 

地域等での役割期待度 

「お住まいの地域の人から何

らかの役割を期待されたり、

頼りにされたりしていると思

いますか」 

４年度 

「とてもそう思う＋そう思う＋

ややそう思う」 

29.0％ 

７年度  33.2％（＋4.2）以上 増やす コロナ禍前（令和元年度）の水準を超える 高齢者ニーズ調査 

⑧ 
あんしんすこやかセンタ

ーの認知度 
４年度 

(認定なし～要支援) 56.8％ 

(要介護) 74.8％ 
７年度 

(認定なし～要支援) 

 90.0％(+33.2) 

(要介護)100.0％(+25.2) 

増やす 

あんしんすこやかセンターを、より多くの方に知っていただきたいことから、 

(認定なし～要支援)90％、（要介護）100％を目指す。知名度には地域偏在があ 

るため、認知度が比較的低い地域でのＰＲに重点的に取り組む。 

高齢者ニーズ調査・

介護保険実態調査 

⑨ 

ＡＣＰの実践の割合 
「あなたは、人生の最期や終

末期の過ごし方について家族

や友人等の親しい人と話し合

ったことがありますか」 

４年度 

「詳しく話し合ったことがある

＋少し話し合ったことがある」 

(認定なし～要支援)54.0％ 
(要介護) 47.4％ 

７年度 

(認定なし～要支援) 

     58.9％(＋4.9）

(要介護) 54.8％(＋7.4）

増やす 
(認定なし～要支援)、（要介護）共に、過去３年(令和元年度から令和３年度)の

延び率を維持する。 

高齢者ニーズ調査・

介護保険実態調査 

⑩ 
在宅で看取られた区民の 

割合 
４年 調査中 調整中 今後設定する 

在宅で看取りを

希望する区民の

ニーズに対応す

る 

在宅医療と看取り体制などの在宅療養環境整備を進める。 

区民の看取りの状況を把握のための調査※は令和５年度の新規調査であり現

在調査中であることから、目標数値については今後設定する。 

※死亡小票（死亡票の写し）を分析し、看取り死の状況等を把握する。 

人口動態調査 

⑪ 
介護施設等整備 

計画の目標達成度 
４年度 ― ７年度 進捗率２／３ 達成する 

介護施設等整備計画で定める整備目標の達成に向け、施設整備や事業者公募等

の取組みを計画通りに進める。 

「整備目標等を定めるサービス種別」定期巡回・随時対応型訪問介護看護、小規模多機能

型居宅介護・看護小規模多機能型居宅介護、認知症対応型共同生活介護、介護老人福祉施

設（地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護を含む）、都市型軽費老人ホーム 

介護施設等整備計画 

 

「評価指標の目標数値の設定と考え方（案）」については、第５回高齢・介護部会での審議を経て、答申案に反映します。 

なお、評価指標⑩については、資料３「答申案（たたき台）」を含め、これまでの審議資料では「在宅で死亡した区民の割合」
としてきましたが、検討を進め、「在宅で看取られた区民の割合」としています。 

資料４ 

「現状」の時点は、計画策定時に区が把握している最新の数値の時点  「目標」の時点は、令和７年度の評価時に区が把握している最新の数値の時点  


